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１．地域の知の拠点として、市民のくらしに役立つ資料・情報を提供します。 

市民の多様化・高度化するニーズに対応し、地域の課題解決に必要な資料・情報を提供します。ま

た、レファレンス（調査相談）機能を強化するとともに、ICT を積極的に活用し、情報へのアクセス

ポイントとしての機能の充実に努めます。 

 

      

 1,891,973  2,380,557  16  16  

 2,274  1,954  7  8  

 4,276,016  5,838,015  13  13  

 5,140  4,486  6  6  

 5,787  5,853  11  10  

 7  5  4  3  

 97,319  125,470  11  16  

 117  107  7  10  

平成 30 年度政令指定都市立図書館長会議資料より 
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 135,011  127,400   
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◎：達成度 100％以上 ○：達成度 80％以上～100％未満 △：達成度 50％以上～80％未満 ×：達成度 50％未満 
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ᶫ Ӳ ̝Ỗᴣ  ͔

・蔵書数他順位は昨年度とほぼ同位ではあるが情報の提供等設定していた目標値を上回

っている点で評価できる。 

・地域の拠点として、資料・情報を提供していることがいいと思う。 

・資料費は政令市 20 市の中位であるが、市民一人当たりの貸出点数は、ほぼ全国平均

を維持し、20 市中 6 位であることは評価できる。 

・図書館司書のサービスや必要な資料、情報の提供は満足している。研修などもよくさ

れていて、情報の共有もされている、とのこと。ただ蔵書に関して、もう少し充実でき

るように予算を増やしてほしい。足りない資料は、相互貸借で補い、利用者に届くよう

にはなっているが、棚にある本の探索がなかなかできず、魅力的な本との出会いが少な

いのは残念。雑誌もとても大切な資料なので、もっとタイトルを増やしてほしい。また

児童書などの蔵書も、あるといってもかなり古くなっていたり傷んでいるのもあり、入

れ替える必要のある本も見受けられる。 

・資料費があってこそ、一定水準以上の図書館サービスを住民に提供することができる。

この点について、「基本的な図書館活動指標」や昨年度の政令市平均と比較すると大き

く上回っている。今後も関心を持って見守りたい。 

・「中央図書館基本構想基礎調査」の実施は、市民の図書館に対する意識・認識が大変

よくわかり、とくに非来館者の非の理由は、今後何に重点的に取り組むべきかを示唆す

る点が多く、今後も定期的に行う必要。 

・「ＩＣＴを積極的に活用」することを標榜しているが同分野への取組みは不十分。 

・職員研修参加の増加をはじめ情報提供数は増加していることは評価できるが、それら

が市民の元まで達しているか、非利用者の掘り起しが必要。 

・アンケートによる達成度がすべて 80％以上となっている。 

・データベースの利用、他館借り受け、大阪府立図書館の雑誌貸出、国会図書館のデジ

タル資料の利用等、高度（？）な図書館利用の実績利用を見える化し、利用者への利用

指導とＰＲにも力を入れてほしい。 

A 6˲ 

B 3˲ 

C 0˲ 

D 0˲ 
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２．市民の生涯学習の場として、さまざまな学習機会を支援します。  

市民の自主的・自発的な学習活動を支援し、講習会等、さまざまな学習機会の充実に努めます。ま

た、市民との協働により、学びを通した市民の交流を推進します。 

     

 71,678  83,861  9  8  

 86  68  6  5  

 83,727  93,486  10  7  

 100.7  65.7  2  2  

平成 30 年度政令指定都市立図書館長会議資料より 

     

 

 354  360   

 1,775  2,000   

 
23,143  26,000   

 

*

960

3,117  

*

25 163  

*

5

15  

 
 

 

 

585  
 

 

 
259  200   

 
82% 80%  

 

 

 

 

68 921  80 1300   

◎：達成度 100％以上 ○：達成度 80％以上～100％未満 △：達成度 50％以上～80％未満 ×：達成度 50％未満 
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ᶫ Ӳ ̝Ỗᴣ  ͔

・生涯学習の拠点としてレファレンスサービスの件数が政令市 20 市中 2 位を維持して

いることは評価できるが、「様々な学習機会を支援」できているか、については検討の

余地がある。 

・政令市比較では、全体的に順位が下がっている。また、もう少し具体的にどのよう

なことで図書館が貢献しているのか判断材料が欲しい。 

・市民との協働事業への参加やボランティア講座などは伸びているが、団体貸出点数、

レファレンスなどは減少しており、多種の活動への参加はもう少し的を絞って重点化

してもよいのでは。 

・講座開催数の多さに比して参加人数が少ないと感じられるが、小規模な講座と大規

模な催しとの組合せがいるのではないか。 

・レファレンスを利用している市民が多いのは、いいことだと思うし、利用していな

い人にそういったサービスがあり、図書館の資料をもっと利用して、市民の学習機会

を支援していることをアピールし続けることが、大切だと思った。また市民の活動を、

広報、チラシ等の協力によって、活動をより活性化させることは、お互いにとってい

いことだと思う。 

・小規模であっても内容が充実した講演会を実施できたことを評価する。どの項目に

おいても若干目標値に到達していないことが残念。 

・市民の参加者が少ない気がする。 

・生涯学習としての学校との連携支援がいいと思う。図書館との連携が綿密に行われ

ていると聞いている。 

・集会室がなかなか使えない、グループ活動や市民活動に自由に使える場がほしい。

学びの素に場が加われば生涯学習がもっと活発になり図書館利用も増えると思う。 

A 2˲ 

B 6˲ 

C 1˲ 

D 0˲ 
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３．快適な利用空間の提供につとめます。 

市民が安全で安心して利用できるよう、親しみやすく快適な読書環境の充実に努めます。また、高

齢者や図書館利用に障害のある方が、安心して利用できる場の提供に努めます。 

 

     

 18,572  25,887  14  14  

 22  21  7  6  

 4,635  9,440  15  15  

 5.57  6.82  13  13  

 305  310  9  8 ( ) 

平成 30 年度政令指定都市立図書館長会議資料より 

※札幌市を除く 19 市で順位付け 

 

 

 

 

 

 

 

  

中央図書館２階 さかい地域産業コーナー 
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ᶫ Ӳ ̝Ỗᴣ  ͔

・現状維持ということで「落ち着きがあり、清潔で居心地のいい空間」という市民の

ニーズに応えられるよう、今後に期待する。 

・市民一人当たりの全図書館の総面積は政令市の中では平均値であるが、中央図書館

の規模は 20 市中 13 位で平均を下回る。全館的に施設の老朽化が進み、そのことが利

用の阻害要因となりつつある。 

・数値データがないので、判断が難しい。高齢者や図書館利用に障害のある方に対し

て、どのような利用空間を提供しているのか記述がない。今後も記述の工夫を期待す

る。 

・快適性について具体的に示されていない。 

・東区の場合は、利用空間がゆったりあるし、見通しも非常にいいと思う。特に問題

なし。 

・特に新中央図書館に関してだが、滞在型の図書館にあるような独立した机や椅子な

ど、居心地が良く長時間耐えうるものがほしい。現在、ロビーでの学習コーナーは、

展示等には、集会室に持ってこられるが、その間は集会室は使えないのが不便。ビブ

リオバトルもロビーでした方が、飛び入り参加者が増えると思う。今後つくるときに

は、グループ学習のような、多少声を出してもいい場所もほしい。子ども室のコーナ

ーでは、調べものも大人もする場合があるので、それに対応できるものがほしい。堺

市の図書館に対しては、長時間いたい時も多いので、簡単な食事をとれる場所もほし

い。 

・「中央図書館基本構想基礎調査」でも、現状改善による努力には限界が明らか。 

・現状の中では、図書館１階ロビーの改装、また玄関前の広い空間を季節によっては

有効利用（読書・飲食可能なテラスなど）できないものか。 

・「さかい地域産業コーナー」は、市の該当部署、産業センター、そして各企業との連

携を密に。 

・「さかい地域産業コーナー」ができたというのは、いいと思う。知らない人も多いの

で、PR をもっとした方がいい。 

・建物が古くてどうしようもない面はあるが、中央図書館はもう少し工夫できるので

はないか。 

A 1˲ 

B 1˲ 

C 7˲ 

D 0˲ 
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４．地域の情報を収集・保存・提供し「歴史文化のまち堺」の発信と継承に貢献します。 

堺の地域資料の収集・保存および電子化に取り組むことで、「歴史文化のまち堺」の情報の発信に努

め、次世代への継承に貢献します。また、地域資料を活用した文化活動の支援に努めます。 

 

     

 

 1,463  3,000   

 443,375  405,000   

 
2,177  3,000   

 
97  

85%  

 95.3% 
85%  

◎：達成度 100％以上 ○：達成度 80％以上～100％未満 △：達成度 50％以上～80％未満 ×：達成度 50％未満 
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ᶫ Ӳ ̝Ỗᴣ  ͔

・郷土資料記念講演会や堺歴史文化市民講座の参加者の満足度が高いことや他市の公共

図書館と比較すると歴史・文化の情報発信に力を入れている点などを高く評価する。 

・資料のデジタル化等が目標値に達していないが、ネットに情報発信している地域資料

のページ全体の閲覧回数が 44 万回となり目標値を上回ったことは評価できる。 

・様々な方法で発信につとめている。 

・図書館作成デジタル地域資料閲覧回数の実施回数が少なく残念である。「堺事件 150

年」の郷土資料展、講演会の実施は成功していると思うので、今後も市民の興味にあっ

た催しを開催してほしいと思う。 

・地域の情報を収集・保存・提供については、問題ないと思う。堺の歴史文化の発信は

いいが、堺の街並みの整理が一番大事だと思う。 

・歴史文化についての講座はとてもよい企画が並んでいる。いずれもやや小規模なのが

もったいないため、講座はＤＶＤや冊子の形でその後も活用されるよう願う。 

・参加者が多かった「堺歴史文化市民講座」は、これからもしてほしい。図書館作成デ

ジタル資料の閲覧回数が少ないのは、どうしてか？興味を持つ年齢層は、なかなか HP

で閲覧するのが難しいのかもしれない。中央図書館にできた郷土資料コーナーの案内と

共に、デジタルの利用の仕方等の説明会をしてもいいと思う。 

 

A 7˲ 

B 2˲ 

C 0˲ 

D 0˲ 
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５．子どもの読書環境の充実につとめます。 

乳幼児期から青少年期まで読書に親しめる事業や保護者への啓発活動を推進します。子どもの読書

活動を計画的に推進するため、地域のボランティアや学校・幼稚園・保育所園等との連携の強化を図

り、子どもの読書環境の醸成に取り組みます。 

 

      

 532,006  603,116  12  12  

 640  506  6  6  

 1,663,112  1,856,209  9  8  

 1,999  1,432  3  3  

平成 30 年度政令指定都市立図書館長会議資料より 
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259  200   
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 67.75% 80%  

◎：達成度 100％以上 ○：達成度 80％以上～100％未満 △：達成度 50％以上～80％未満 ×：達成度 50％未満 
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ᶫ Ӳ ̝Ỗᴣ  ͔

・「基本的な図書館活動指標」や「各図書館の取り組み状況」からみても児童サービス

の意識が高いと感じている。 

・市民一人当たりの貸出点数が政令市 20 市中 3 位を維持していることは評価できるが、

サービスの位置づけ（目標）の見直し、地区別の利用状況の分析等が必要である。 

・市民参加がとても多く、最も熱心に行われている分野と感じる。 

・保護者向け講座は、子ども支援センターなどと比べて、どうちがうのか、図書館とし

ての独自性が必要なのでは。 

・児童書蔵書数の割合が、他の政令市に比べて高いのではないかと感じられるが、蔵書

構成の問題とも関わるので、他の分野へしわ寄せがこないように。 

・ふるさと納税の活用での児童資料の充実は、いいことだと思う。ただ個人貸し出しの

資料も、もっと充実してほしい。子ども読書活動に参加する市民が多く、ステップアッ

プ講座の参加も多いことは、それだけ市民の関心が大きい。今後の課題として、保護者

むけ講座に来られなくても、そういった内容を伝えられる方法はないものだろうか。 

・ふるさと納税を活用した絵本を中心とした児童資料の充実を図ったことで、活発に子

育ての保護者への支援ができたことを評価する。 

・学校との連携も積極的に進めている。 

・子どもの読書環境は、学校により温度差があるように思う、いかがかな？充実につと

めてほしい。 

・図書館として、熱心に取り組んでいることは認めるが、保育所・幼稚園・学校と一体

となって、読書活動推進・促進する活動については弱いのではないか。特にＹＡ（※）

に対して、コーナーを作っただけでなく、もう一歩進んだ取組を期待したい。 

（※）「ＹＡ」：ヤングアダルトの略。概ね 12 歳から 18 歳までの青年利用者。 

A 7˲ 

B 2˲ 

C 0˲ 

D 0˲ 
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平成２９年度 各図書館の取組状況 

各区では、それぞれ地域の実情に応じた取組を行っています。次ページからは、平成２９年度の取組

について、各図書館でページを作成しました。 

 

 

＊Webでの貸出等について 

 

 

  344,244  

 791,368  

 9,312  

 

 

 ＊数値について 

 

・人口以外は「平成 30年度 図書館概要」より 

・「協力貸出点数（借受）」には提供不可の点数を含む（各区とも共通） 
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堺区 中央図書館・堺市駅前分館  

  

    

 829,291  5,614  

 58,575  397  

 26,296  178.0  

 1,426  9.7  

 38  0.26  
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150
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*堺区人口 147,726 人 

（平成 30 年 4 月 1 日現在） 

ボランティアガイドによる解説 郷土資料展の解説 編集作業の様子 
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中区 中図書館・東百舌鳥分館 

 

    

 450,814  3,651  

 22,956  186  

 6,472  52.4  

 482  3.9  

 23  0.19  
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*中区人口 123,491 人 

（平成 30 年 4 月 1 日現在） 
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東区 東図書館・初芝分館 

 

    

 474,303  5,590  

 370,82  437  

 9,546  113.0  

 751  8.9  

 21  0.25  
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*東区人口 84,841 人 

（平成 30 年 4 月 1 日現在） 

 

カウンター実習中の児童 ひがしふれあい文化祭での展示 本の分類を学ぶ児童 
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̝ ᷂Ḣ ֲ ̱ ˹♥ ♅ 

ḻ ֲ ӓ⁸ ↔ ᷂Ḣ Ἥ᷀ ḹ П
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西区 西図書館 

 

    

 407,807  2,998  

 24,966  184  

 3,489  25.7  

 536  3.9  

 12  0.09  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*西区人口 136,014 人 

（平成 30 年 4 月 1 日現在） 
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南区 南図書館・栂分館・美木多分館 

  

   

 831,931  5,835  

 69,857  490  

 19,695  138.0  

 1,708  12  

 31  0.22  
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*南区人口 142,586 人 

（平成 30 年 4 月 1 日現在） 
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北区 北図書館 

 

    

 585,691  3,688  

 44,414  280  

 6,822  43.0  

 770  4.8  

 17  0.11  
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*北区人口 158,800 人 

（平成 30 年 4 月 1 日現在） 
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美原区 美原図書館 

 

    

 351,935  9,165  

 17,414  453  

 11,407  297.0  

 403  10.5  

 1  0.03  
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*美原区人口 38,400 人 

（平成 30 年 4 月 1 日現在） 

 

じんけんエリア外観 

まちなか文庫除幕式（区役所内） 

『みはら子ども司書』養成講座 
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・全般的には、堺市の市民サービスの視点で努力し、成果が現れていると思われる。各区図書館に

おいても特色を出し事業展開ができていると思う。 

・相対的にどの区においても、活発な取り組みが展開されていて評価ができる。とりわけ、「さかい

子ども司書」については実際子ども司書として活動する子どもたち（例えば赤ちゃんへの読み聞か

せ場面）を見てみたい。知識を深めると同時に、赤ちゃんとの関わりで得るふれあいの大切さ、第

三者が興味を持ってもらえるようなＰＯＰ作りで得る想像力、などとても良い試みだと思う。今後

に期待する。 

・各館それぞれ企画に取り組んでおられることに好印象を持った。取組には、堺全体としての共通

性が必要であるとともに、できるだけ各館の独自性を打ち出し、一定期間の継続を通して新たな価

値を加えていってほしい。そういうことが市民の関心を呼び起こすのではないか。 

・各館の情報提供や講座開催が、来館者向けという印象が強く、非利用者を新たに掘り起こすよう

な情報や講座の提供開催の工夫が必要なのではと感じられる。 

・各図書館で独自の取りくみを行っている。外部に向かってもっともっと発信を行う。 

・私は図書館については、全然しらなかったが、図書館の担当する事になり、恥ずかしながら、少

しずつ解るようになり、こんなに皆が真剣に取組みしっかり予算を計上して頑張っている事に敬意

を表する。また、発信・連携・情報についてもしっかり続けてほしい。 

・各図書館が、それぞれの地域性を生かしながら、がんばって企画し、地域の人と共に、利用者の

参加を促している“活性”を感じた。これからもそういった利用者と手を組んで、各図書館、それ

ぞれ頑張ってほしいし、応援する利用者市民も共に活動していってほしいと思った。それには、地

域活性化の貢献として、予算が欲しいところだ。これからの社会を見据えたテーマで～例えば高齢

化に対しての生き方、障がい者との共生、子どもたちへの視点等々～図書館の役割はいっぱいある

と思った。 

・堺市立図書館では、様々な図書館サービスを積極的に展開・提供しておりその点を高く評価して

いる。また、堺の歴史文化を大切にし、企業や大学との交流など、地域に寄り添う姿勢も高く評価

したい。 

・総合的なサービス水準が反映する「市民一人当たりの貸出点数」は、ほぼ全国平均を維持してい

る。他の政令市と比較してランニングコストが低いことを考えれば効率的な運営が行なわれている

ことが伺える。一方利用やサービスの実績において地域格差がみられる。原因の分析と格差是正の

取り組みが望まれる。図書館の施設空間の質は利用の促進にも関連する重要なサービス要素である。

その点で堺市の図書館施設は老朽化により質の高い空間の提供が充分とはいえない状況にある。 

 

 


